
　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・前年より来客数が増加している。

○

観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・客室稼働率において、今月は前年同月実績並みに回復して
いる。３か月前は前年実績を下回っていた。

○

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・11～12月は販売数が前年を下回っていたが、１月は月初か
らの好調が月末まで続き、前年をクリアできている。

○
住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・住宅展示場への来場組数が前月比33％増、前年同月比３％
増と来場者が増えている。

□

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・年末から新年にかけて忙しくなるが、正月も終わると例年
どおり、客足が遠くなる。１月も中旬にさし掛かると修学旅
行生や正月休みの取れなかった人たちで少し客が戻ってく
る。

□

乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・ゴールデンウィーク向けのレンタカーの受注が好調であ
る。インバウンドを中心に観光関連は引き続き好調とみられ
る。

□
旅行代理店（マ
ネージャー）

お客様の様子 ・単価重視か、内容重視かの二極化がかなりはっきり表れて
いるが、購買意欲は少なからずある。

□
住宅販売会社
（代表取締役）

来客数の動き ・戸建て住宅や共同住宅、米国人向け賃貸住宅などの投資案
件の相談件数が、安定して推移している。

▲

百貨店（店舗企
画）

販売量の動き ・店舗全体では前年の売上実績を上回ったが、プラス企画の
物産催事によるもので、衣料品の動きは引き続き苦戦し、高
額品の時計、美術工芸品は前月と同様に好調となっている。
これまで前年実績を下回ったことのないインバウンド売上が
前年割れとなり、客数は上回っているが、客単価ダウンと
なっている。

▲

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・入客のパターンが崩れており、例年の流れと違ってきてい
る。週末入客が少なくなったり、逆に平日に倍の入客があっ
たりしている。地元客は外食回数が少なくなって、飲酒のパ
ターンも変わってきており、ビールや泡盛が減少し、ハイ
ボール、サワーカクテルの出品率が上がっている。観光客の
入店の度合いで売上が左右されている。

▲

観光型ホテル
（代表取締役）

来客数の動き ・この２か月は、宿泊客数が減っている。年末年始の数も悪
かった。飲食に関しても、忘年会新年会の利用者が減ってい
る。

▲
観光名所（職
員）

来客数の動き ・北海道ふっこう割の影響で、客の流れが北海道へシフトし
ているとの情報が旅行会社からある。

▲

その他サービス
［レンタカー］
（営業）

来客数の動き ・Ｗｅｂ商品や旅行代理店からの受注が思わしくなく、厳し
い状況である。

×

商店街（代表
者）

単価の動き ・商店街の景気は悪化の一途である。衣料品では、婦人服等
の単価を下げても売れず、皆が大変な危機感を抱いているよ
うである。強いて少しだけ良いところを言うと、飲食業の店
舗数が増えていることである。ただし、売上の方は不明であ
る。

◎ － － －

○

輸送業（代表
者）

受注量や販売量
の動き

・基地建設の突貫工事の影響で、砕石事業協同組合の生産が
追い付かず、離島向けの出荷が抑制されている。

○

輸送業（経営企
画室）

受注量や販売量
の動き

・前年比で物量が増加している。新規店舗、既存客の新業態
の進出などの影響がある。また、海外向けに継続して輸出し
ている案件が好調であることも要因の１つに挙げられる。

□

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・民間向け出荷は前年比増、公共向けは前年比減、全体でや
や増となっている。

▲

食料品製造業
（総務）

受注量や販売量
の動き

・年末商戦後の季節要因もあり、この時期は毎年落ち込む
が、前年同期比でも横ばい売上で推移しており、力強さに欠
ける。

×
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が減少している。

家計
動向
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)



◎ － － －

○

求人情報誌製作
会社（編集室）

求人数の動き ・１月の週平均件数は923件で、前年10月の週平均件数797件
より126件増加している。Ｗｅｂの求人件数も週平均418件
で、10月の270件より増加している。

○

学校［専門学
校］（就職担
当）

雇用形態の様子 ・長年契約社員採用をしていた企業が、正社員雇用へと形態
を変えてきている。求職者にとっては良い状況になってきて
いる。

□
人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・求人数は引き続き多くあり、景気は良い状態が継続してい
る。

□
職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・雇用形態の改善に大きな変化がみられない。

▲ － － －

× － － －

雇用
関連

(沖縄)
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